























































身分 出身 専門分野 日本語能力
１ 博士 中国 女 理系 1級
２ 博士 中国 男 理系 2級程度
３ 博士 台湾 男 理系 2級程度
４ 修士 中国 女 文系 ２級
５ 修士 中国 男 文系 ２級
また学部生からの問い合わせもあったが、いず
れも授業との調整が難しく、初年度は大学院生
のみの参加となった。
2.2指針となるもの
初年度となる今期、本学は学生の専門・日本
語能力等を踏まえて、無理がなく、しかし効率
よくできるよう以下のように指針を立てた。
①研究･勉強とのバランスを考慮し、前後期、
週３日で３コマとする。
②本プログラムの「共通カリキュラム」に優
先順位をつける。
③クラスは、日本社会の１つとする。
④可能な限り学生主体の運営とする。
－２５－
⑤知識だけでなく実感させる。
⑥地域・学生サポーターの活用
2.3「共通カリキュラム」の取り組み方
初年度の夏にインターンシップを行い、１年
目に内定までこぎつけることを全体の目標と
したとき、初年度のビジネス教育のメインを
「社会人基礎力」を付けることとし、ビジネス
日本語の「共通カリキュラム」のテーマとリン
クさせて行うこととした。従って本学では、学
外からの講師のほかは、日本語教員がビジネス
教育の運営や授業を行うこととした。ビジネス
日本語の「共通カリキュラム」は次のようであ
る。
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初年度は、Ａ群のNbL１，２，３とＢ群のNbL5に
絞り、他にクラスの弱い点を補うようなものを
取り込み、あわせて行った。
「共通カリキュラム」は、扱うテーマもその
中での学習項目も優先順位をつけて行う。例え
ば、Ａ群１の場合、学習項目を最小限にし、テ
ーマに合わせ、本学就職支援室による就職ガイ
ダンス、徳島の企業の人事担当者や先輩に聞く
などをビジネス教育として日本語教育に取り
込み、この際の交渉･運営・出迎え･お見送り、
講義の進行等全て学生に任せ、必要時に指導を
行ったり、振り返り時に皆で検討しあうという
やり方で行った。この流れの中で、敬語を含む
待遇表現・マナー、メールの書き方をはじめ講
義を受けるだけでは得られない色々なものが
実感として得られたと思われる。
2.4当番制と学生による運営
このコースは、就職に向かってより具体的に
身につけ、受身ではなく自分たちで自主的に行
って実感を得るためにまず当番制を設けた。当
番は自分達のポートフォリオの出し入れやそ
の日の授業が円滑に行くよう気を配る。また上
記で述べたように外部講師や地域サポーター
との授業や振り返りの時間等は、全て学生が運
営を行う。
３．徳島大学としての特徴ある授業
コース開始時、日本語のレベル差や日本人な
ら当然知っていることが思ったより不十分な
ことに気がついた。また効率よく日本語の復習
や語葉を増やすことも考慮した。そのために、
①「ニュース解説」②「語棄クイズ」を取り込
むこととした。
3.1「ニュース解説」
以下のことを目的とした。
①現在の日本における最新のニュース、又は
話題になっていることに触れ新聞(ニュー
ス)に興味を持つ。
②日本人と共にビジネスをする上で最低必
要と思われる共通したトピックを幅広い
知識として持つ。
③仕事を離れた場でのコミュニケーション
で話題にのれ、話題の提供ができる。
④現在の日本の社会の流れに意識をおくこ
とで、日本人の働き方、ものの考え方を理
解する。
3.1.1日本語教育からの焦点
以下のこととした。
①要約ができる。
②ビジネスに関するキーワードを増やせる。
③会議での発表等のしかたを身につける。
④発音矯正ができる。
3.1.2実施状況
毎回授業のはじめに当番制により一人が発
表する形を取った。選ぶトピックはどの分野か
らでもよいが、できる限りその日国民の間で注
目されるものとした。その根拠として、それは
その日の話題に上りやすく、職場でも大いに役
立つと考えられるからである。発表者はただニ
ュースを伝えるのみではなく、聞き手を意識し
た発表を要求される。つまり単なるクラスでの
－２６－
学生の発表という捕らえ方ではなく、企業での
現状説明や市場調査報告といった場を想定し
たものである。
3.1.3成果
・発表する際の流れがつかめた。
前置き→ニュースの源→要約→選んだ理由
・ニュースは政治・経済をはじめ社会面、三面
記事にまでわたるため、毎回さまざまなニュー
スに触れることで時間をかけて日本の社会の
概観を感じることができた。しかし、日本社会
や日本人に対して、自分が日本で過ごした時間
の中だけでの固定的な見方があることにも気
づいた。
・そのニュースを元にして周辺の語棄や関連項
目について考える機会を得ることができた。
・皆でニュースを共有することで毎回短い時間
ではあるが議論をすることができた。
この一連の活動を通して得られたものは、学
生のみならず、教師側にとっても大いにあり、
学習者の中の不十分な点や指導の必要な点を
見いだすことにつながり、その後のフォローと
しての補講等の調整を行うことができた。
3.1.4問題点とその考察
発表の際の流れの手順を踏んでいないため
にまとまりがなく、何がニュースなのかと聞き
手にとってはかなり混乱を起こすケースが当
初しばしば見られた。これらの活動の中でとり
わけ、気になったのは発音とイントネーション
の悪さである。漢字の読み間違いもかなりあっ
た。これらは、日常教師や学生間でのやり取り
ではあまり問題ないが、職場での電話連絡や調
査報告をはじめとする伝達の場に支障が生じ
る恐れがあることがわかった。しかも、情報を
持っているのは本人のみであるため、何が何で
も正確に伝える必要がある。従ってこの訓練は
就職後の職場を想定した効果的な方法と考え
た。
次に、ニュースの記事をそのまま持ち込み、
(抜粋しながらではあるが)読み上げるケース
があった。あるいは、そのままの文章をメモし
て抜き出して来るケースもあった。そのため、
書き言葉と話し言葉との違いで意味が伝わり
にくくなったり、誤解を招いたりしたケースが
見られた。母語話者ならおそらく起こりえない
であろうが、発音の未熟さと間違ったイントネ
ーションによるものである。また、記事によく
使用されている独特の表現をそのまま使用し
てしまっているため、非常に聞きにくいものと
なった。そこで記事をまず理解し、自分のもの
にした上で、聞き手を意識した言葉選びを行う
という指導が施された。常に相手との関係を重
視するビジネスの心得につながる素地作りに
なるものと考えた。
回を重ねるごとにそれぞれ学生もコツを会
得し上達が見られた。また、この取り組みから
必要性が感じられた文法の暖昧さや発音矯正
に対しての時間を別途設けることへつなぐこ
とができた。
3.2．「語棄クイズ」
新出語業の導入にとどまらず、授業で扱った
語葉の理解と定着をさせ、使用語葉を増やす。
また参加学生が中国語圏ということからカタ
カナ語に対しても多く注意を払うこととする。
3.2.1実施状況
毎回３問ずつのクイズとした。提出される語
棄は漢字とカタカナ語を含むもので基本的に
前回の授業中に提出された語棄全てが対象に
なる。それはテキストのみならず、ニュース解
説やその時のクラス活動全般にわたるが、クラ
ス内で何らかの形で解説、説明がなされている
ものである。学生はその時にメモをするなり、
知識を確認するなりで、記憶にとどめているは
ずであるが、それは各学生によって認識度が違
うので学生任せとなる。従って更に確実なもの
にするため期末にまとめとしてそれまでの中
から抜粋してテストも行った。対象語葉が漢字
の場合は読み方とその意味、対象語葉がカタカ
ナの場合は意味のみとした。その意味は、辞書
にあるような定義にとどまらせず、それが使用
された状況を理解した上で、ある程度具体性を
持って書かせた。
3.2.2成果
新聞、ニュースなどでよく耳にする繰り返し
出てくるカタカナ語の知識が増えた。
中国語と日本語の表記が同じであっても意
味の違うもの、使い方が異なるものの再確認に
なった。また、使い間違い、覚え違いに気づく
ことができた。読めていると思っていた漢字の
間違いに気づき、訂正することができた。
3.2.3問題点とその考察
毎回３問ずつであるが、その日のクラスで登
場した語葉全てが対象となる。いろいろなジャ
ンルの様々な語葉に触れ、気づかせて、不十分
な点を補うことは限られたカリキュラムの中
－２７－
では効果的であるだろう。しかし、時によって
は、テキストの盛り沢山な授業内容をこなすの
が精一杯のときがあったり、聞き流しているだ
けであったりと自分の不足な点を埋めようと
する姿勢が少なくなってしまったときも見ら
れた。やる気の持続の困難な点であるといえよ
う。
取り組み方としては、ときどき過去に提出し
た語葉を繰り返し提出してみると全く書けな
いケースも見られ、最重要と思われる語葉は数
回にわたって繰り返し提出して、定着させるこ
とも必要であった。
中には「語葉クイズ」という形にとらわれす
ぎることから、辞書的な解答にこだわりそれが
使われている背景を考慮できない者がいた。例
えば、「推察力」という語葉の意味を「推察す
る力」としか書けないようなケースである。辞
書に書いてあるとおりでも、実情に即した答え
方でなければ受け付けないといったスタンス
を通した。あくまで正しく理解し使用できてい
るかどうかの確認と定着を図るのが目的であ
るため、テストとはせずクイズとし、一言一句
にこだわるものではないとした。そこが学生と
しての単なる知識習得との違いと捕らえ、クラ
スでは彼らの立場を学生ではなく現場で活躍
する社会人として全ての活動を作り上げてい
った。きちんと毎回おさえていくものは蓄積が
でき、個々の活動にも活かされるようになった
ことが顕著になった。そうでないものは単なる
「テスト」の範鴫で止まってしまいその後のア
ウトプットへとつながっていないようである。
３．３教師の役割と要求される日本語力
ここでのニュース解説・語業クイズとは、共
に「共通カリキュラム」の与えられたものを学
ぶという授業とは異なった性質を持ったもの
である。そのことを十分理解させた上で行わな
ければ、従来のクラス活動と何ら変わりなくそ
れなりの結果しか出ないものであることは言
うまでもない。テキストとは違う、外の世界と
つながっている生の素材であり、扱う教師にと
っても常に幅広くアンテナを張っていなけれ
ばならない点は正直大変な面があるのは否め
ない。が、場合によっては学生の得意分野であ
ることもあるので教師もそのときは一人の社
会人としていかにその力を引き出させるかに
徹するという姿勢も必要であろうと思われる。
また「共通カリキュラム」をこなすには一級
もしくは二級以上の日本語力を要するとされ
ているが、進めるに当たり、相当高度な日本語
力が要求されていることに気づかされた。一年
目は就活、インターンシップ、面接時の日本語
教育に焦点を当てて行ったが、自分を売り込む
ための基礎となる語学力が未熟であるがゆえ
に誤解を招いたり、学生のセールスポイントを
アピールするに十分な日本語力を備えていな
い点で大きな壁となった。また、お国柄の違い
によるＰＲする視点の相違、企業に対する思い
や、企業と自分とを結び付ける思考のずれから、
エントリーシートを書く段階ですでに大きな
問題もあることがわかった。基礎となる日本語
に関しては、日本語能力試験対策及び補講の時
間を設けることで対処し、全員に語学力の向上
を期待した。
４．日本語力向上への対応
4.1日本語能力試験対策
アジア人財資金構想の応募条件に、「日本語
能力試験２級以上（学部生は１級）かそれに準
ずる能力」という項目がある。今期の参加者は
この条件を満たしていた。ただ、条件は満たし
ていても､1,2級の資格を取得していないため、
本プログラムに入ったあとに、日本語能力試験
を受験する学習者がいた。
また、本プログラムの「共通カリキュラム」
における授業において、面接練習や履歴書の書
き方など就職に関する学習項目を扱う中で、知
識を得ることの大切さと共に、日本語能力その
ものを向上させる必要性を感じた。
このような背景の下、各自の能力にあわせて
日本語能力試験１級対策、２級対策クラスを開
講し、それぞれ行った。概要は以下のとおりで
ある。
対象 回数 参加人数
１級 全１０回（９０分／回） 3名
2級 全１５回（９０分／回） 3名
＊２つのクラスを受講したものｌ名
4.1.1学習項目と使用教材
次に日本語能力試験１，２級対策として扱っ
た学習項目と使用教材について述べる。１，２
級ともに、限られた時間で、より効果的な対策
授業をするため、日本語能力試験で出題されや
すい重要な文法項目から優先的に扱った。使用
教材、および参考文献は以下のとおりである。
－２８－
対象 使用テキスト・参考文献
『日本語能力試験に出る文法１級』
(国書刊行会）
１級 『完全マスター１級日本語能力試験
文法問題対策』
(スリーエーネットワーク）
『日本語能力試験に出る文法２級』
(国書刊行会）
2級 『完全マスター2級日本語能力試験
文法問題対策』
(スリーエーネットワーク）
使用テキスト、参考文献をもとに、１級は５２
文型、２級は９９文型を学習項目とした。
4.1.2授業の流れ
１級対策、２級対策の授業において、基本的
には各回、８文型を対象にし、適宜復習を取り
入れながら進めていった。授業の流れとしては、
以下のとおりである。
(1)文型の接続と意味を理解する。
(2)例文から、意味や使われる場面、状況を
確認する。
(3)例文を作成する。
(4)応答練習、会話練習を行う。
(5)復習問題で理解を深める。
上記の(3)例文作成や、(4)会話練習では、本プ
ログラムの目的を加味し、就職に関連した語葉
や表現を取り入れるように配慮した。例えば、
「～次第」という２級文法を練習する際には、
「コピーが終わり次第、会議室へお持ちしま
す。」「○○はただいま外出しております。戻
り次第、連絡させます」という表現を取り入れ
るようにするなど、アジア人財資金構想の授業
と連携して使える表現を取り入れるように心
がけた。
4.2日本語補講
このように対応を重ねてもまだ日本語力の
向上が見られない学生に対し､１１月末よりアジ
ア人財に係わっている教員以外のセンター専
任教員の協力を得て週１回１コマの授業が提供
されている。主に文法の復習、発音指導を軸と
し上記の日本語能力が不十分とされている学
生の他に自発的に参加したい学生は自由に参
加できるとし、現在３名で行っている。使用教
材は、「初級から中級への日本語ドリル語葉」
JapanTimes「初級から中級への日本語ドリル
文法」JapanTimes「コミュニケーションのた
めの日本語発音レッスン」スリーエーネットワ
ークで２月まで全１０回実施予定である。
4.3ＢＪＴ対策
本プログラムでは、ＢＪＴ試験（ビジネス日本
語能力テスト）が２年間のうちに３回義務付け
られている。本プログラム開講時、１年目終了
時、２年目終了時である。開講時に実施してみ
て、試験のやり方に学生の戸惑いがみられ、実
力が発揮できなかった感がみられたので、２回
目の前に約１ヶ月の対策期間を設けることとし
た。試験実施がこれからのため、本稿に間に合
わないので、この効果については次回の検討と
したい。
５今後の課題
課題として①学生間に見られる日本語力差
への対応②２年目のカリキュラムの運営③キャ
リアコーディネーターとの連携があげられる。
①に関しては、既に補講を始めているので今し
ばらく様子を見たいと思う。②の２年目のカリ
キュラムであるが、当初の共通カリキュラムの
特徴とされていたＰＢＬ（プロジェクト・ベー
スド・ラーニング）の取り込みを考慮している
が、内定を得た後で、しかも論文の大詰めの時
期に１年目と同様な時間配分が望めるのであろ
うか。③に関しては立ち上げ期である今期は、
連携が難しかったが、２年目になり余裕もでき
たと思え、連携の可能性に期待する。そして３
年目以降の自立を踏まえ、連携して自立のプロ
グラム作りを行いたいと思う。
しかしもう一つの大きな課題として就職に関
し、徳島に学生たちの望む職場があり、受入が
可能なのであろうか。内定が得られなかった後
のモチベーションの維持なども案じられる。動
き出したからこそわかる問題点を踏まえ、全体
枠、方針、教材の見直しや改訂をしていきたい
と考える。
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